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･nin,･,a-言Si,･- dll孟 V ,･･布 巾 ･･･
△り司頑は粘性壷の増加分である.･











(△7)S2--Lb(q/R)S or △71-車 /RS～ 如 (4)
即ち △71h～ ¢である. この関係は微小変化の emulsion系に対してよく知られ
た関係でもある｡ しかし臨界点近くの場合domainは非線型に変形されているところ
が大きな相違点であ考. 1このような臨界点近くの efectiveviscosityの増加は最近































ぷ 己開脚ま面がやわらかくなっても(q- 0)成立していることがわかる. Si,et之1
の大変形の場合は面白い現象がありそうである｡ vesicleと呼ばれる系ではこの非線形
変化が実現できると思われる｡
§3 Lamelarphase
さらに面間に相互作用のある場合はlamelar構造などができる. ~この場合の△小ま
異方的だが17よりずっと大きくなることもある. このことを最青郷こ示したのはMazenko
らのモード結合理論である(Phys･Rev･A28(1983)1618). このような面間の相互
作用を含めた一般論については近い将来発表したいと思う｡
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